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お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で
9090
年年

東
大
阪
新
聞
は
令
和
４
年
に

創
刊
90
年
を
迎
え
ま
し
た

西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
所
作
り
の
た
め
の

寄
付
の
お
願
い

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
多
く
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
が
国
内
外
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
戦
争
が
長
引
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
に
よ
り
国
外
に
避
難
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が

次
々
と
母
国
へ
帰
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
協
会
で
は
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ド
ブ
ロ

ダ
ー
リ
と
協
力
し
、
比
較
的
安
全
な
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
避
難
所
を
作
り
運
営
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２
―
９
２
６
―
５
１
３
４

銀
行
口
座
三
井
住
友
銀
行
・
八
尾
支
店

（
普
）２
０
１
２
７
４
６　
名
義
：
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

西ウクライナ避難所西ウクライナ避難所

用
水
の
確
保
の
た
め
、
た

め
池
が
点
在
し
て
い
た
。

元
々
、
農
家
で
あ
っ
た
山

口
養
魚
場
の
山
口
裕
二
郎

代
表
（
36
）
＝
写
真
＝
の

曽
祖
父
は
、「
た
め
池
に

食
用
の
魚
を
飼
っ
て
欲
し

い
」と
の
要
請
を
受
け
る
。

そ
う
し
て
京
都
・
巨お

ぐ
ら椋
池

等
か
ら
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ

を
持
ち
帰
り
、
た
め
池
で

フ
ナ
飼
育
を
始
め
た
。

　

山
口
代
表
は
５
代
目
と

し
て
東
大
阪
市
域
で
１
つ

し
か
な
い
フ
ナ
の
養
魚
場

を
経
営
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で「
河
内
ブ
ナ
」

を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
地

方
独
立
行
政
法
人
大
阪
府

立
環
境
農
林
水
産
総
合
研

究
所
に
よ
れ
ば
、
カ
ワ
チ

ブ
ナ
は
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ

か
ら
作
り
出
さ
れ
た
養
殖

品
種
で
、
体
高
の
高
い
フ

ナ
を
選
び
選
抜
淘
汰
を
重

ね
て
き
た
大
阪
府
の
特
産

魚
と
さ
れ
る
。
大
阪
等
の

た
め
池
で
養
殖
さ
れ
、
全

国
へ
釣
り
魚
、
ま
た
食
用

の
「
あ
ら
い
」
と
し
て
も

出
荷
さ
れ
て
い
る
。
ゲ
ン

ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
は
環
境
省
レ

ッ
ド
リ
ス
ト
２
０
２
０

「
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
」。

　

山
口
養
魚
場
で
は
卵
の

孵
化
前
か
ら
気
を
配
り
成

魚
に
な
る
ま
で
育
て
る
。

そ
の
後
、
生
け
簀す

で
泥
を

吐
か
せ
て
出
荷
態
勢
に
入

る
。
生
け
簀
で
は
年
間
を

通
し
て
水
温
が
安
定
し
て

い
る
地
下
水
が
使
用
さ

れ
、
清せ

い

冽れ
つ
な
地
下
水
が
川

魚
特
有
の
泥
臭
さ
を
な
く

す
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

河
内
ブ
ナ
は
生
け
簀
か

ら
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ま

れ
、
北
は
東
北
地
方
か
ら

南
は
九
州
地
方
ま
で
運
ば

れ
る
。
主
な
出
荷
先
は
現

地
の
釣
り
堀
だ
。
か
つ
て

は
食
用
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
た
が
、
海
の
魚
が
一

般
的
に
食
べ
ら
れ
て
い
る

昨
今
で
は
、
川
魚
は
泥
臭

さ
等
を
理
由
に
敬
遠
さ
れ

が
ち
だ
。
そ
ん
な
な
か
、

山
口
代
表
に
課
題
を
聞
い

た
。

　

１
つ
は
川か

わ

鵜う

に
よ
る
食

害
だ
。
川

鵜
が
群
れ

で
池
に
飛

来
し
、
水

に
潜
っ
て

フ
ナ
等
を

襲
う
。
１

日
で
２
キ

ロ
は
フ
ナ
を
食
べ
る
程

で
、
そ
れ
が
何
百
羽
も
来

る
と
ひ
と
た
ま
り
も
な

い
。
も
ち
ろ
ん
対
策
は
講

じ
て
い
る
が
、
完
全
に
被

害
を
止
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
言
う
。

　

も
う
１
つ
は
、
食
用
需

要
が
増
え
な
い
こ
と
。
そ

し
て
ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
の
人

口
が
高
齢
化
し
て
お
り
減

少
傾
向
に
も
あ
る
こ
と

だ
。

　

業
界
に
従
事
す
る
人
数

規
模
が
少
な
い
の
で
、
行

政
等
を
動
か
す
こ
と
が
現

実
的
で
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
山
口
養
魚

場
は
５
代
続
く
１
０
０
年

企
業
だ
。
山
口
代
表
は
子

ど
も
の
頃
か
ら
養
魚
場
の

手
伝
い
を
し
て
い
た
が
、

そ
の
頃
か
ら
こ
の
仕
事
に

魅
力
を
感
じ
て
い
た
。
父

親
が
病
に
倒
れ
、
本
格
的

に
家
業
を
継
ぐ
こ
と
に
な

る
。

　

後
継
者
と
し
て
従
事
す

る
う
ち
に
、
家
業
を
守
る

と
い
う
使
命
感
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。
先
代
が
育

ん
で
き
た
河
内
ブ
ナ
と
い

う
ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
こ
と

だ
。

　

関
東
方
面
か
ら
も
引
き

合
い
が
あ
る
の
は
、
釣
り

阪
の
枚
岡
・
瓢
箪
山
地
域
。

１
０
０
年
前
と
い
え
ば
大

正
時
代
だ
。
当
時
は
一
帯

が
田
ん
ぼ
や
畑
で
、
農
業

　

今
か
ら
お
よ
そ
１
０
０

年
前
、
関
西
地
方
は
食
糧

難
だ
っ
た
。

　

今
回
の
舞
台
は
、
東
大

2025・2・1

　

米
国
共
和
党
の
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ

氏
（
78
）
は
１
月
20
日
（
日
本
時
間
21
日

未
明
）、
連
邦
議
会
議
事
堂
で
第
47
代
大

統
領
就
任
式
を
終
え
た
。
天
気
予
報
は
氷

点
下
５
度
前
後
（
実
際
は
氷
点
下
11
度
）

で
強
風
あ
り
の
「
危
険
な
条
件
」
の
た
め

屋
外
か
ら
屋
内
へ
と
会
場
変
更
。
第
２
次
ト
ラ
ン

プ
政
権
が
発
足
し
、〝
黄
金
時
代
〞
が
始
ま
っ
た
。

　

さ
て
、
今
年
は
干
支
で
は
巳
年
。
古
代
神
話
時

代
か
ら
生
命
力
の

象
徴
と
し
て
人
類

と
共
存
し
て
い
る
ヘ
ビ
年
だ
。
経
営
ト
ッ
プ
の
新

年
挨
拶
で
は
「
一
皮
む
け
て
成
長
」「
脱
皮
し
て

進
化
」「
成
長
と
再
生
」
な
ど
が
お
馴
染
み
。
ト

ラ
ン
プ
氏
は
「
変
化
」「
転
換
」
な
ど
を
使
っ
て

簡
潔
に
し
て
明
快
に
違
い
を
述
べ
た
。

　

就
任
演
説
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
非
常
事

態
を
宣
言
し
、
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
増
産
を
表
明
。

不
法
移
民
問
題
で
は
南
部
国
境
に
関
す
る
非
常
事

態
を
宣
言
し
、
米
軍
部
隊
を
派
遣
す
る
と
表
明
。

注
目
の
大
統
領
令
は
議
事
堂
襲
撃
者
の
恩
赦
、
パ

リ
協
定
再
離
脱
、
Ｗ
Ｈ
О
（
世
界
保
健
機
関
）
脱

退
、
官
庁
コ
ス
ト
削
減
、
電
気
自
動
車
義
務
化
の

撤
廃
、「
政
府
の
性
は
男
、
そ
し
て
女
の
２
つ
」

な
ど
。
演
説
で
は「
常
識
の
革
命
」を
通
じ
て「
黄

金
時
代
を
再
び
」
と
訴
え
、「
団
結
と
平
和
」
を

つ
く
る
と
強
調
し
た
。

　

つ
ま
り
レ
ガ
シ
ー
づ
く
り
だ
。
常
識
革
命
は
日

本
で
も
同
じ
だ
が
左
に
振
れ
す
ぎ
た
幅
を
右
に
振

り
戻
す
も
の
で
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は

予
測
不
能
と
言
わ

れ
る
が
、
読
め
な
い
こ
と
は
な
い
。「
さ
さ
や
き
」

を
て
い
ね
い
に
観
察
し
て
お
け
ば
分
か
る
。
日
本

へ
の
直
接
的
な
テ
ー
マ
は
な
か
っ
た
が
、
影
響
は

こ
れ
か
ら
だ
。
日
本
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

も
し
ト
ラ
ン
プ
氏
が
悩
む
こ
と
が
あ
れ
ば
、「
三

人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
で
す
よ
」
と
、
安
倍
昭
恵

さ
ん
や
孫
正
義
さ
ん
に
優
し
く
さ
さ
や
い
て
も
ら

っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
米
中
露
ト
ッ
プ
が
寄
り

合
っ
て
、
文
殊
の
知
恵
で
難
問
を
解
決
で
き
れ
ば

い
い
。

晴耕雨読

第
２
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
発
足

【開催日時】 2025 年２月２日（日）　14時30分～ 15時45分
【講　 師】 芥川賞作家・丸山健二
【リアル会場】 近鉄文化サロン上本町（先着30 名様）
　　　　　　 大阪市天王寺区上本町6 丁目1-55   近鉄百貨店上本町店10 階

【WEB会場】 Zoom（先着50 名様）
【入場料・WEB視聴料】 無料
【お申し込み方法】 ご希望の「リアル会場希望」または「WEB 視聴希望」を記載し、
                お名前を明記のうえ、下記のメールアドレスへお申し込みをお願い致します。
                inuwashi.shobo@gmail.com
                お申し込みいただきました方には折り返しメールを返信致しますが、
                リアル・WEBともに定員になり次第、受付を終了致します。
                またZoomでご視聴の方には、招待URLを追ってお送り致します。

主催 ： いぬわし書房／丸山健二塾
【お問い合わせ】　Mail ： inuwashi.shobo@gmail.com
                     　Phone ： 080-4136-8777   担当 ： 宇佐美

　

取
材
し
た
日
は
、「
車

を
乗
り
換
え
る
か
、
修
理

す
る
か
」
を
様
々
な
視
点

か
ら
討
論
し
て
い
た
。
実

際
の
事
故
例
を
使
っ
て
の

勉
強
会
は
緊
張
感
が
あ

り
、
真
剣
そ
の
も
の
だ
。

八
尾
自
動
車
教
習
所

H
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w
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１
２
３
４

八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

ゴ
ル
フ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ジ
オ

フ
リ
ア
ー
ド

株
式
会
社
藤
原
電
子
工
業
ゴ
ル
フ
事
業
部

八
尾
市
南
木
ノ
本
２―

52

◆
３
６
５
日
利
用
可
能
（
午
前
５
時
〜
午
後
12
時
）

◆
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
ク
オ
リ
テ
ィ
映
像

◆
世
界
170
以
上
の
有
名
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

◆
予
約
・
決
済
・
施
錠
ま
で
ス
マ
ホ
１
台
で
完
結

室
内
ゴ
ル
フ
練
習
場

TEL 072 - 991- 3927

代
表
取
締
役
社
長　

七  

里  

和  

昭

八尾市安中町 8－5－38
T E L 072－999－3871
FAX 072－999－3874

お蔭様で50周年

　

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
の
節
目
を
迎
え
た
１
月
17
日
。
被
害
の
大

き
か
っ
た
神
戸
市
を
は
じ
め
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
や
、
い
ま
だ
避

難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
能
登
な
ど
各
地
で
追
悼
会
が
行
わ
れ
た
。

震
災
時
、自
衛
隊
な
ど
の
ヘ
リ
が
発
着
し
、現
在
「
慰
霊
と
復
興
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
」
が
立
つ
神
戸
市
中
央
区
の
東
遊
園
地
に
は
前
日
か
ら
多
く
の
人

び
と
が
訪
れ
、
今
年
の
テ
ー
マ
で
あ
る
〝
よ
り
そ
う
〞
と
か
た
ど
っ
た
灯

籠
に
火
を
灯と

も
し
、祈
り
を
捧
げ
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
池
内
文
藏
）

一般社団法人介護総合支援センター主催

学ぼう、語り合おう、つながろう！学ぼう、語り合おう、つながろう！
令和7年  介護と福祉の勉強会令和7年  介護と福祉の勉強会

参加費　1,000 円（会員の方：無料）
申　込　090-3725-3520（北野）

会　場　エル・おおさか
　　　　大阪市中央区北浜東 3-4

身近な人の介護

1月12日（日）
会員勉強会 一般向けセミナー

3 月16日（日）
2月16日（日）

ディスカッションテーマ

9：30～11：30 ただいま新規会員募集中 !!

東大阪新聞チャンネル

毎週木曜日19：00～19：30
視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

好評放映中

6日  ゲスト ： 辻野麻衣さん
　　　「夢は新聞記者」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

13日 ゲスト ： 清水紀明さん

　　　「どこでもドアのある世界」
 （キャスター ： 根岸健太郎記者）

20日  新刊案内

　　　「図書館を建てる、図書館で暮らす　本のための家づくり」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

27日  「ちょっとほんわかする話」
 （キャスター ： 根岸健太郎記者）

2月

人
に
と
っ
て
の
醍
醐
味
で

あ
る
引
き
の
強
さ
、
菱
形

を
し
た
体
高
の
高
さ
に
定

評
が
あ
る
の
だ
。
信
頼
の

証
で
あ
る
「
型
」
を
守
る

こ
と
。
そ
れ
は
使
命
で
も

あ
り
、
誇
り
で
も
あ
る
と

山
口
代
表
は
話
す
。

　

川
鵜
被
害
や
食
用
需
要

の
低
迷
な
ど
、
課
題
は
山

積
だ
が
、
先
祖
が
興
し
た

事
業
を
通
じ
て
生
ま
れ
た

河
内
ブ
ナ
の
ブ
ラ
ン
ド
を

守
り
、
次
代
に
受
け
継
い

で
い
く
こ
と
。
そ
れ
が
山

口
代
表
の
や
り
甲
斐
に
な

る
。　
　
（
根
岸
健
太
郎
）

河
内
ブ
ナ
の
ブ
ラ
ン
ド
守
る

山
口
養
魚
場
　
代
表
山
口
裕
二
郎
さ
ん

　

震
度
７
の
激
震
は
、
兵

庫
県
南
部
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
、
伊
丹
市
で

も
阪
急
伊
丹
駅
の
高
架
上

ホ
ー
ム
階
に
停
車
中
の
車

両
と
線
路
が
崩
落
。
１
階

の
交
番
で
宿
直
し
て
い
た

警
察
官
を
は
じ
め
市
内
で

23
人
が
死
亡
、
１
３
９
５

戸
が
全
壊
し
た
。

　

新
伊
丹
駅
近
く
の
住
宅

街
で
被
災
し
た
作
家
・
田

辺
聖
子
さ
ん
（
１
９
２
８

年
〜
２
０
１
９
年
）。
締

め
切
り
前
は
書
斎
で
過
ご

す
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、

前
日
家
族
が
集
ま
り
、
菊

池
寛
賞
受
賞
祝
い
に
吉

　

絵
本
「
へ
び
の

ニ
ョ
ロ
リ
ン
さ

ん
」
発
売
記
念
と

し
て
、
作
家
富
安

陽
子
さ
ん
、
画
家

長
谷
川
義
史
さ
ん

の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
が
１
月
11
日
に

ハ
ー
ト
ン
ホ
テ
ル

北
梅
田
（
大
阪
市
北
区
豊

崎
３
）で
開
か
れ
た
。テ
ー

マ
は
「
子
ど
も
の
本
っ
て

楽
し
い
ニ
ョ
ロ
よ
」。
版

元
の
童
心
社
と
一
般
財
団

法
人
出
版
文
化
産
業
振
興

財
団
が
共
催
。

　

フ
ァ
ン
ら
約
１
３
０
人

が
集
い
、
自
然
体
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
２

人
の
ト
ー
ク
を
熱

心
に
聞
い
た
。
途

中
に
長
谷
川
さ
ん

の
即
興
作
画
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
、
参

加
者
は
満
足
そ
う

な
笑
み
を
浮
か
べ

て
い
た
。

「へびのニョロリンさん」発売記念

作
家
富
安
陽
子
さ
ん
、
画
家
長
谷
川
義
史
さ
ん

　

矢
野
昌
宏
社
長
（
65
）、

田
島
ゆ
か
り
専
務
（
60
）、

深
元
大
輔
常
務
（
50
）、

田
中
陽
気
さ
ん
（
35
）
が
、

ど
う
す
れ
ば
お
客
が
喜
ん

で
く
れ
る
の
か
侃か

ん

侃か
ん

諤が
く

諤が
く
。
事
故
に
よ
る
心
の
ケ

ア
ま
で
考
え
尽
く
す
。

　

実
は
、
こ
の
よ
う
な
勉

強
を
し
て
い
な
い
と
、
保

険
代
理
店
は
保
険
会
社
に

丸
投
げ
し
て
し
ま
う
こ
と

が
多
い
。
保
険
会
社
は
１

人
１
人
の
顔
が
見
え
ず
、

き
め
細
か
い
対
応
が
で
き

な
い
。
そ
う
な
れ
ば
、
お

客
に
と
っ
て
納
得
い
く
事

故
対
応
が
で
き
な
い
の

だ
。

　

同
社
は
有
限
会
社
矢
野

モ
ー
タ
ー
ス
と
い
う
車
の

修
理
工
場
か
ら
出
発
し
て

い
る
。
だ
か
ら
、
他
の
保

険
代
理
店
に
は
な
い
角
度

か
ら
事
故
を
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
強
み
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
き
め
細

か
な
事
故
対
応
が
で
き
る

の
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
保
険
代
理

店
は
実
に
珍
し
く
、
矢
野

社
長
の
と
こ
ろ
に
は
講
演

依
頼
が
し
ば
し
ば
あ
り
、

東
奔
西
走
し
て
い
る
。

社長　矢野昌宏
大阪市生野区中川東2-4-4
TEL 06-6751-5111

株式会社矢野総合保険サービス

代表　山口裕二郎
東大阪市下六万寺町2-4-39
TEL 072-981-4794

山口養魚場

食用としても出荷される

株式会社矢野総合保険サービス
YouTube

左から矢野昌宏社長、田島ゆかり専務、深元大輔常務、田中陽気さん（同社会議室で）

長谷川義史さん（左）と富安陽子さん

自
然
体
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

　

当
事
者
の
立
場
に
立
ち
親
身
に
な
っ
て
事
故
対
応
す
る
株
式
会
社
矢

野
総
合
保
険
サ
ー
ビ
ス
。
事
故
対
応
に
特
化
し
た
保
険
代
理
店
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
。

　

社
員
が
率
先
し
て
月
２
回
事
故
対
応
の
勉
強
会
を
開
い
て
い
る
と
い

う
の
で
、
取
材
し
た
。

川
英
治
夫
人
か
ら
贈

ら
れ
た
お
酒
で
乾
杯

し
早
め
に
休
ん
で
い

た
。

　

田
辺
聖
子
さ
ん
の

母
校
、
大
阪
樟
蔭
女

子
大
学
（
東
大
阪
市

菱
屋
西
４
）
に
あ
る

田
辺
聖
子
文
学
館
。

１
月
６
日
か
ら
開
催

さ
れ
て
い
る
企
画
展
「
何

か
私
の
で
き
る
こ
と
―
田

辺
聖
子
が
残
し
た
震
災
記

録
―
」
で
展
示
さ
れ
て
い

る
、
発
災
後
み
ず
か
ら
撮

影
し
た
書
斎
の
様
子
。
倒

壊
し
た
書
棚
か
ら
夥

お
び
た
だし
い

数
の
蔵
書
が
吐
き
出
さ
れ

て
い
る
。
学
芸
員
の
住
友

元
美
さ
ん
は
語
る
。

　
「
あ
の
小
さ
な
お
身
体

で
、
脚
も
不
自
由
で
し
た

か
ら
、
書
斎
に
い
た
ら
ご

無
事
で
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。
伊
丹
に
来
る
前

は
約
10
年
の
あ
い
だ
神
戸

で
暮
ら
し
、
阪
神
間
の
街

並
み
を
愛
し
て
い
た
聖
子

さ
ん
は
、
家
財
の
散
乱
し

た
自
宅
で
〝
何
か
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
し
ら
〞
と

考
え
ま
し
た
」

　

復
興
が
進
む
な
か
、
そ

れ
ま
で
断
っ
て
い
た
講
演

な
ど
も
引
き
受
け
、
収
益

金
を
寄
付
し
た
。
か
つ
て

記
者
も
田
辺
聖
子
さ
ん
と

藤
本
義
一
さ
ん
（
１
９
３

３
年
〜
２
０
１
２
年
）
の

対
談
を
取
材
し
た
が
、
作

家
の
対
談
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
の
見
事
な
掛
け
合
い

で
、
会
場
に
は
爆
笑
の
渦

が
巻
き
起
こ
っ
て
い
た
。

　

今
回
の
企
画
展
は
市
立

伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
伊

丹
市
宮
ノ
前
２
）
と
共
催

で
、
文
学
館
で
は
発
災
直

後
に
執
筆
し
た
「
よ
み
が

え
れ
神
戸
」
の
直
筆
原
稿

が
初
め
て
公
開
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、「
ナ
ン
ギ
や
け

れ
ど
…
…
わ
た
し
の
震

災
記
」（
集
英
社
）
や
、

共
に
太
平
洋
戦
争
を
体
験

し
た
野
坂
昭
如
さ
ん
（
１

９
３
０
年
〜
２
０
１
５

年
）
と
の
対
談
「
災
害
と

い
う
も
う
ひ
と
つ
の
戦

争
」
な
ど
、
震
災
の
「
語

り
部
」
と
し
て
生
き
た
軌

跡
や
「
何
か
私
の
で
き
る

こ
と
」
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
体
験
記
に
寄
せ
た

寄
稿
文
な
ど
27
点
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。

　

震
災
後
に
生
ま
れ
た
多

く
の
後
輩
た
ち
が
学
ぶ

キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
田
辺
聖

子
さ
ん
の
懸
命
な
筆
致
を

辿
る
企
画
展
は
、
東
日
本

大
震
災
が
発
生
し
た
３
月

11
日
ま
で
開
催
（
入
場
無

料
・
休
館
日
は
日
曜
祝
日

と
大
学
の
休
業
日
で
開
館

は
９
時
〜
16
時
30
分
）。

　

ま
た
、
２
月
18
日
の
13

時
30
分
よ
り
学
芸
員
に
よ

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

（
展
示
解
説
）
が
行
わ
れ

る
（
予
約
不
要
）。

田辺聖子が残した震災記録田辺聖子が残した震災記録
何か私のできること

株式会社矢野総合保険サービス株式会社矢野総合保険サービス
事故対応に特化した保険代理店として注目事故対応に特化した保険代理店として注目

【
河
内
ブ
ナ
を
食
べ
ら

れ
る
店
】

お
野
菜
料
理
ふ
れ
ん

ち
ん

東
大
阪
市
花
園
本
町

１
―
１
―
38

う
な
ぎ
の
豊
川

奈
良
市
富
雄
元
町
３

―
３
―
12

田辺聖子の直筆原稿などが展示されている

東遊園地で行われた追悼会



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和７年２月１日（土）

　

母
親
は
皺
だ
ら
け
の
人
差
し
指
を
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
上
で
せ
わ
し
な
く
動
か
し
な
が
ら
、
た
め

息
を
つ
く
。

　
「
も
う
何
も
か
も
終
わ
り
だ
わ
」

濁だ
み

声ご
え
で
独
り
言
を
繰
り
返
す
。

　

ト
ラ
ン
プ
が
返
り
咲
き
、
第
47
代
ア
メ
リ
カ
大

統
領
に
就
任
し
た
。
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る

よ
う
だ
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争
を
今
す

ぐ
に
で
も
終
わ
ら
せ
る
と
豪
語
し
て
い
る
が
、
そ

の
や
り
方
が
問
題
だ
。
ク
リ
ミ
ア
半
島
や
東
ウ
ク

ラ
イ
ナ
を
ロ
シ
ア
領
に
し
て
終
わ
ら
せ
る
つ
も
り

だ
ろ
う
が
、
言
語
道
断
。
和
平
と
い
う
綺
麗
事
で

片
付
け
て
し
ま
う
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
破
滅
の
道

へ
転
が
り
落
ち
て
し
ま
う
。

　

世
界
が
手
を
引
い
た
後
、
ロ
シ
ア
は
仕
切
り
直

し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
攻
め
込
む
。
そ
し
て
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
を
丸
ご
と
飲
み
込
ん
で
し
ま
う
。
そ
の
魂

胆
が
丸
見
え
だ
。

　

お
そ
ら
く
ト
ラ

ン
プ
も
そ
の
シ
ナ

リ
オ
を
知
っ
て
い

る
は
ず
だ
。
知
ら

ぬ
ふ
り
を
通
し
て
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
滅

び
る
の
を
横
目
で

見
て
い
る
に
違
い

な
い
。

　

ト
ラ
ン
プ
に
と

っ
て
は
「
力
」
が

す
べ
て
だ
。
資
金

力
、
武
力
、
権
力
、

す
べ
て
を
握
り
し
め
て
自
国
だ
け
を
、
自
分
だ
け

を
豊
か
に
す
る
こ
と
し
か
頭
に
な
い
。「
今
だ
け
、

自
分
だ
け
、
お
金
だ
け
」
と
い
う
世
相
そ
の
も
の

だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
手
段
は
選
ば
な
い
。
グ
リ

ー
ン
ラ
ン
ド
を
買
収
、
さ
も
な
け
れ
ば
軍
事
行
動

に
及
ぶ
。
こ
う
な
れ
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
攻
め
込

み
人
殺
し
を
続
け
る
プ
ー
チ
ン
と
何
ら
変
わ
り
が

な
い
で
は
な
い
か
。

　

ア
メ
リ
カ
を
再
び
強
く
し
、
白
人
の
力
を
取
り

戻
す
と
言
う
が
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
も
と
も
と
白

人
な
ど
い
な
か
っ
た
。
１
４
９
２
年
に
コ
ロ
ン
ブ

ス
が
ア
メ
リ
カ
に
到
着
し
て
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
白
人
が
や
っ
て
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
か
だ

か
５
０
０
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
な
の
に

白
人
は
我
が
物
顔
だ
。

　

母
親
は
両
手
を
固
く
組
ん
で
祈
り
始
め
た
。

　
「
神
よ
、
プ
ー
チ
ン
と
ト
ラ
ン
プ
を
ウ
ク
ラ
イ

ナ
か
ら
遠
ざ
け
て
く
だ
さ
い
」

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
261

トランプが第47代アメリカ大統領に就任

ウクライナ

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

一般財団法人日本
国際飢餓対策機構

能
登
半
島
地
震

被
災
者
支
援

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！

4日  大阪北区倫理法人会相談役　松井直輝氏「すべての人間関係は親子関係にあり～お父さんお母さん好きですか～」
11日  八尾市倫理法人会相談役　小野元裕氏「八尾市倫理法人会の歴史」
18日  倫理研究所法人スーパーバイザー　木村雅氏「倫理で学び続ける意味」
25日  八尾市倫理法人会幹事　佐藤岳登氏「道徳と経営を両立させ『志結経営』を目指して！」

6日  大東市倫理法人会副専任幹事　山田美保子氏「明日は明日の風が吹く」
13日  大阪みなと倫理法人会会長　田伏彩乃氏「喜んで実践　ワクワクしながら一石五鳥」
20日  大阪西区倫理法人会会長　齋藤圭一郎氏「明朗愛和」
27日  大阪鴻池倫理法人会幹事　北林徹也氏「ダイスロールとその後」

7日  大阪府倫理法人会広報副委員長　横山俊男氏「心の力」
14日  倫理研究所法人スーパーバイザー　大池俊生氏「『生きている活かされている』～苦難福門～」
21日  東大阪市倫理法人会会員　小林亜津美氏「すべては『万人幸福の栞』」
28日  東大阪市倫理法人会幹事　下正晴氏「倫理の教えと掃除道を経営に活かす」

9日  大阪鴻池倫理法人会専任幹事　福井伸氏「普及という名の実践」
大阪鴻池倫理法人会会長　吉岡篤氏「大阪鴻池の航路」

●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はstudio GEEX（JR久宝寺駅・南へ徒歩7分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎072-991-23452月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎072-881-09682月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎072-269-46772月の予定

ゴ
マ
・
わ
か
め
・
野
菜
・

魚
・
椎
茸
・
芋
の
こ
と
）

な
ど
の
タ
ン
パ
ク
質
・

炭
水
化
物
・
脂
質
・
ビ

タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル（
５

大
栄
養
素
）
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
摂
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
腸
は

免
疫
機
能
の
約
３
分
の

２
を
果
た
し
て
い
る
の

で
、
腸
に
よ
い
（
善
玉

　

お
元
気
で
楽
し
い

日
々
を
お
過
ご
し
で
す

か
。

　

さ
て
今
回
も
前
回
の

続
き
で
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
（
心
の
健
康
・
身

体
の
健
康
〈
運
動
・
栄

養
・
休
養
〉
お
よ
び
社

会
性
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

保
た
れ
、
健
康
で
幸
せ

な
状
態
の
こ
と
）
に
つ

い
て
の
話
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
今

回
は
身
体
の
健
康
の
３

要
素
の
１
つ
で
あ
る

〝
栄
養
〞
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。

　

栄
養
に
関
し
て
、
医

食
同
源
の
考
え
方
を
基

礎
と
し
て
わ
が
国
の
伝

統
的
な
和
食
を
活
用
し

て
栄
養
を
摂
る
こ
と
、

減
塩
や
排
塩
を
心
が
け

る
こ
と
や
、例
え
ば「
ま

ご
わ
や
さ
し
い
」（
豆
・

菌
を
増
や
す
食
物
繊
維

な
ど
の
）
食
事
は
万
能

薬
で
す
。

　

な
お
、「
何
を
食
べ

る
の
か
」と
同
時
に「
ど

の
よ
う
に
食
べ
る
の

か
」
も
大
切
で
す
。

　

例
え
ば
、
一
口
の
食

事
を
30
回
位
よ
く
噛か

ん

で
食
べ
る
こ
と
（
一
口

30
回
咀そ

嚼し
ゃ
くの
原
則
）
や

就
寝
前
３
時
間
以
内
は

食
事
を
せ
ず
に
、
胃
を

空
に
し
て
眠
る
こ
と

（
就
寝
前
３
時
間
断
食

の
原
則
）
も
よ
い
生
活

習
慣
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
普
段

か
ら
適
度
な
栄
養
を
美

味
し
い
食
事
に
よ
っ
て

バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
る
こ

と
に
よ
っ
て
健
康
で
幸

せ
と
い
う
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
に
な
る
よ
う

に
、
心
身
に
よ
い
も
の

を
意
識
的
に
選
択
し
行

動
す
る
こ
と
が
幸
せ
な

人
生
を
導
き
ま
す
。

　

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
も

一
緒
に
「
幸
せ
」
に
つ

い
て
考
え
、
味
わ
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め
に

九
州
大
学
名
誉
教
授

岩
崎
　
勇

㉑

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
③

※中学生以下のお子様のご入場はご遠慮願います ※車椅子でお越しの方は事前にご連絡をお願いします

日　　程　2月22日（土）・23日（日・祝）
14:00開演 （13:30開場） 15:20頃終演予定

会　　場 プリズムホール（八尾市文化会館）小ホール

月22日（土）・23日（日・祝）
14:00開演 （13:30開場） 15:20頃終演予定

プリズムホール（八尾市文化会館）小ホール

天国に行ったおばあちゃん、
AIによってよみがえる !?

2 22

チケット （全席指定 税込）
　　大人／ 2,500円 （友の会／ 2,250円）
　　こども（5~18歳）／ 1,000円　　大人とこどものペア／ 3,000円
　　八尾市内在住の小学5年生は無料!
　　※5歳未満のお子さまのご入場はご遠慮ください。
　　※こどものチケットを購入される方は1名ごとに要証明書
チケットのお求め
　　プリズムクラブ（友の会）先行発売　1月10日（金） 午前10:00 ～
　　一般前売発売　　　　　　　　　　1月11日（土） 午前10:00 ～

　

扇
流
３
代
目
家
元

襲
名
15
周
年
記
念
・

能
登
半
島
復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
日
本

舞
踊
公
演
が
昨
年
12

月
８
日
に
国
立
文
楽

劇
場
（
大
阪
市
中
央

区
日
本
橋
１
―

12
―

10
）
で
開
か
れ
た
。

７
５
３
席
が
ほ
ぼ
満

席
と
な
る
ほ
ど
の
盛

況
ぶ
り
だ
っ
た
。

　

こ
の
日
、
八
尾
市

在
住
の
デ
ザ
イ
ナ

ー
伊
藤
千
草
さ
ん

（
71
）
の
「
和
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
チ
グ

能登半島復興支援チャリティー日本舞踊公演
扇流３代目家元襲名15周年記念扇流３代目家元襲名15周年記念

井上整憧氏

イ ベ ン ト 情 報

講　師　梶山祐治氏（パブリブ刊「ウクライナ映画完全ガイド」著者）＝写真＝

日　時　2月11日（火・祝）14:00～ 16:00
会　場　うめだ生涯総合学習センター・第３研修室
　　　　（大阪市北区梅田1-2-2-500 大阪駅前第2ビル5階）
参加費　会員1,000円、一般2,000円
備　考　講演会前にウクライナ出身の詩人パブリー・ボグダン氏による

詩の朗読があります。なお、講演会終了後、懇親会を開きます。
参加費5,000円。

主　催　日本ウクライナ文化交流協会
　　　　（八尾市山本町南6-2-29 TEL072-926-5134 info@dnipro-p.com）

講演会「ウクライナ映画の最前線」講演会「ウクライナ映画の最前線」
　

中
国
・
南
京
に
30
年
在

住
し
て
帰
国
し
た
兎
澤
和

勲
さ
ん
（
51
）
＝
写
真
＝

が
、
大
阪
市
東
淀
川
区
に

Ｂ
Ａ
Ｒ
＆
Ｓ
Ａ
Ｌ
О
Ｎ
三

国
志
拉
麺
を
昨
年
12
月
21

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
「
中
国
の
飲
食
・
茶
酒

文
化
お
よ
び
娯
楽
文
化
に

親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
兎
澤
さ
ん
の
思
い

が
詰
ま
っ
た
店
だ
。

　

日
本
で
人
気
の
「
三
国

志
」
を
店
名
に
し
た
の
も

そ
の
た
め
だ
。
３
人
店
長

制
に
し
、
魏
之
国
（
懐
席

ラ
ー
メ
ン
）
は
東
蘭
香
さ

ん
（
39
）
が
、蜀
之
国
（
熊

猫
ラ
ー
メ
ン
）
は
呂
美
枝

さ
ん（
23
）が
、呉
之
国（
金

陵
ラ
ー
メ
ン
）
は
兎
澤
さ

ん
が
店
長
を
務
め
、
日
替

わ
り
で
違
っ
た
味
を
楽
し

め
る
。
そ
れ
ぞ
れ
ゆ
か
り

の
地
域
の
ラ
ー
メ
ン
を
担

当
。
東
さ
ん
は
現
在
帰
国

中
な
の
で
、
近
く
に
住
む

原
田
由
紀
さ
ん
（
44
）
が

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。

　

魏
之
国
は
洛
陽
発
祥
の

宮
廷
料
理
「
水
席
」
を
懐

か
し
む
拉
麺
（
水
席
菜
風

ヴ
ィ
ー
ガ
ン
拉
麺
）、
蜀

之
国
は
成
都
（
パ
ン
ダ
の

故
郷
）
を
代
表
す
る
拉

麺
（
汁
な
し
坦
々
拉
麺
と

ス
ー
プ
あ
り
の
担
仔
麺
）、

呉
之
国
は
南
京
（
六
朝
時

代
の
金
陵
）
の
拉
麺
（
女

性
に
優
し
い
薬
膳
拉
麺
）。

　

中
華
風
お
ば
ん
ざ
い
も

あ
れ
ば
、中
国
茶
も
あ
る
。

Ｂ
Ａ
Ｒ
＆
Ｓ
Ａ
Ｌ
О
Ｎ
三
国
志
拉
麺

　

映
画
「
マ
マ
を
や
め
て

も
い
い
で
す
か
!?
」
上
映

会
＆
講
演
会
が
昨
年
12
月

15
日
に
に
八
尾
商
工
会
議

所
大
ホ
ー
ル
（
八
尾
市
清

水
町
１
―

１
―

６
）
で
開

か
れ
た
。
八
尾
市
か
ら
児

童
虐
待
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
運

動
実
行
委
員
会
（
田
中
康

正
実
行
委
員
長
）が
主
催
。

　

悩
み
な
が
ら
子
育
て
に

取
り
組
む
家
族
の
様
子
を

描
く
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
は
笑
い
あ
り
涙
あ
り

の
内
容
。

　

休
憩
を
は
さ
み
島
田
妙

子
さ
ん
（
53
）
＝
写
真
＝

の
講
演
会
「
子
育
て
と
虐

待
！
」
が
開
か
れ
た
。
自

ら
の
体
験
に
基
づ
い
た
話

は
参
加
者
約
１
２
０
人
の

心
を
鷲
掴
み
に
し
た
。

映
画
「
マ
マ
を
や
め
て
も
い
い
で
す
か
!?
」
上
映
会
＆
講
演
会

子育て子育てとと虐待！虐待！

　
「
安
優
香
、
よ
か
っ
た

な
。
頑
張
っ
た
な
」

　

判
決
が
言
い
渡
さ
れ
閉

廷
し
た
直
後
、
傍
聴
席
に

い
る
家
族
や
支
援
者
ら
に

駆
け
寄
っ
た
安
優
香
さ
ん

の
母
さ
つ
美
さ
ん
は
遺
影

に
向
か
い
こ

う
叫
び
号
泣

し
た
。

　

７
年
前
の

２
０
１
８
年
、

大
阪
市
生
野
区
で
重
機
が

歩
道
に
突
っ
込
み
、
聴
覚

支
援
学
校
に
通
っ
て
い
た

井
出
安
優
香
さ
ん
（
当
時

11
歳
）
が
死
亡
し
た
事
故

で
、両
親
の
井
出
努
さ
ん
・

さ
つ
美
さ
ん
が
運
転
手
と

勤
務
先
の
会
社
に
損
害
賠

償
を
求
め
た
控
訴
審
判
決

が
１
月
20
日
、
大
阪
高
裁

で
あ
っ
た
。
本
紙
１
月
１

日
号
か
ら
連
載
し
て
い
る

よ
う
に
、
最
大
の
争
点

は
、
聴
覚
障
害
の
あ
る
安

優
香
さ
ん
が
将
来
得
ら
れ

る
は
ず
だ
っ
た
収
入
、「
逸

失
利
益
」
を
ど
う
算
定
す

る
か
だ
っ
た
。
徳
岡
由
美

子
裁
判
長
は
、「
安
優
香

さ
ん
は
補
聴
器
や
手
話
を

使
い
、
学
年
相
応
の
学
力

が
あ
り
、
他
者
と
積
極
的

に
関
わ
ろ
う
と
す
る
高
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
も
有
し
て
い
た
。
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
向
上
や
障
害

者
に
対
す
る
社
会
情
勢
や

意
識
の
変
化
も
あ
り
、
将

来
、
健
聴
者
と
同
じ
職
場

で
働
く
こ
と
が
で
き
た
と

考
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
。

さ
ら
に
、「
社
会
的
障
害

も
、
さ
さ
や
か
な
合
理
的

配
慮
で
、
職
場
全
体
で
取

り
除
く
こ
と
が
で
き
る
」

と
の
見
方
も
示
し
、「
労

働
能
力
に
制
限
が
あ
る
と

は
言
え
な
い
」
と
判
断
し

た
。
そ
の
上
で
、「
全
労

働
者
の
平
均
賃
金
を
用
い

る
の
が
相
当
」
と
述
べ
、

逸
失
利
益
の
減
額
は
必
要

な
い
と
し
、

賠
償
額
と
し

て
４
３
０
０

万
円
余
り
の

支
払
い
を
命

じ
た
。
１
審
の
大
阪
地
裁

が
「
全
労
働
者
の
平
均
賃

金
の
85
％
で
計
算
す
べ

き
」
と
し
た
判
決
を
変
更

し
た
。

（
中
野
善
典
）

（
つ
づ
く
）

裁
判
所
は
本
当
に
被
害
者
を
救
っ
て

く
れ
る
と
こ
ろ
な
の
だ
ろ
う
か
3

も
ち
ろ
ん
、
中
国
の
お
酒

も
揃
っ
て
い
る
。
中
国
麻

雀
の
部
屋
ま
で
あ
り
、
ま

さ
に
中
国
の
飲
食
・
茶
酒

文
化
だ
け
で
な
く
、
娯
楽

文
化
ま
で
た
っ
ぷ
り
堪
能

で
き
る
。

広
域

大阪市東淀川区豊里3-7-16
TEL 06-7502-5336
営業時間　月～金18時～23時
　　　　　土・祝17時～24時
定 休 日　日曜日

BAR&SALON 三国志拉麺

八尾市内八尾市内のの各種団体各種団体がが新年会開催新年会開催

米田憲生会長

渡邊弘子会長

池尻誠会長

梶田安彦会長

森嶋勲会長

楠本正行会長

⻆田禮子会長

　

１
月
は
八
尾
市
内
に
あ

る
各
種
団
体
が
新
年
会
を

開
き
、
華
や
か
に
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

八
尾
自
衛
隊
協
力
会

（
米
田
憲
生
会
長
）
の
新

春
交
礼
会
は
11
日
に
都
シ

テ
ィ
大
阪
天
王
寺
（
大
阪

市
阿
倍
野
区
松
崎
町
１
）

で
開
か
れ
た
。

　

八
尾
地
区
保
護
司
会

（
池
尻
誠
会
長
）
の
新
年

伊藤千草さん（中央）を囲んでポーズを決める（撮影：林正浩氏）

交
礼
会
は
14
日
に
ホ
テ
ル

ア
ウ
ィ
ー
ナ
大
阪
（
大
阪

市
天
王
寺
区
石
ケ
辻
町

19
）
で
開
か
れ
た
。

　

八
尾
火
災
予
防
協
会

（
森
嶋
勲
会
長
）
の
新
年

懇
親
会
は
17
日
に
シ
ェ
ラ

ト
ン
都
ホ
テ
ル
大
阪
（
大

阪
市
天
王
寺
区
上
本
町

６
）
で
開
か
れ
た
。

　

八
尾
市
女
性
団
体
連
合

会
・
八
尾
市
消
費
問
題
研

究
会
・
八
尾
市
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
・
Ｎ
Ｐ
О

法
人
関
西
消
費
者
連
合

会
・
主
婦
連
合
会
大
阪
支

部
（
い
ず
れ
も
⻆
田
禮
子

会
長
）
の
新
春
の
つ
ど
い

は
20
日
に
八
尾
商
工
会
議

所
（
八
尾
市
清
水
町
１
）

で
開
か
れ
た
。

　

八
尾
交
通
安
全
協
会

（
渡
邊
弘
子
会
長
）、
八
尾

事
業
所
防
犯
協
会
（
梶
田

安
彦
会
長
）、
近
畿
警
察

官
八
尾
地
区
友
の
会
（
楠

本
正
行
会
長
）
の
合
同
新

年
懇
親
会
は
、
八
尾
警
察

署
幹
部
を
招
き
、
22
日
に

ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
グ
ラ
ス

ミ
ア
大
阪
（
大
阪
市
浪
速

区
湊
町
１
）で
開
か
れ
た
。

　

他
の
団
体
の
新
年
会
も

多
数
あ
り
、
八
尾
市
民
の

結
束
力
の
強
さ
が
引
き

立
っ
た
。

サ
・
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
が
披
露
さ

れ
た
。
白
足
袋

で
の
ラ
ン
ウ
ェ

イ
は
し
と
や
か

な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
て
い
た
。

　

な
お
、
チ
グ

サ
・
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
は
レ
ン
タ

ル
さ
れ
て
お
り
、

ス
テ
ー
ジ
・
結

婚
披
露
宴
・
食

事
会
・
海
外
旅

行
に
使
わ
れ
る

な
ど
、
好
評
を

博
し
て
い
る
。

チグサ・コレクション披露チグサ・コレクション披露

大
阪
市
東
淀
川
区
に
オ
ー
プ
ン

島田妙子さんが講演

中
国
の
飲
食
・
茶
酒
文
化
、
娯
楽
文
化
を
堪
能

中
国・南
京
30
年
在
住
の
兎
澤
和
勲
さ
ん

八尾交通安全協会八尾交通安全協会八尾市消費問題研究会八尾市消費問題研究会 近畿警察官八尾地区友の会近畿警察官八尾地区友の会八尾事業所防犯協会八尾事業所防犯協会
八尾地区保護司会八尾地区保護司会八尾自衛隊協力会八尾自衛隊協力会 八尾火災予防協会八尾火災予防協会 八尾市女性団体連合会八尾市女性団体連合会


